
令和３年度　～　令和７年度 2 年目

評価基準
自己

評価

所管課

評価

施設管理 協定書等に従い，開館日や開館時間等を遵守しているか A B

人員体制 仕様書等に従った人員（人数，有資格者）を配置しているか A B

スタッフのシフトは適正であるか（管理部門） A B

スタッフのシフトは適正であるか（現場） A B

事業計画書に則した内容・頻度で教育・研修を実施したか A B

利用料金 利用者からの料金徴収や現金管理等が適切に実施されているか A A

記録管理 業務日誌等を適切に作成・保管しているか A A

点検，修繕等の履歴を適切に整備・保管しているか A A

報告書提出 協定書等で定められた事業計画書・報告書等は提出しているか A A

連絡調整 市や関係団体等との連絡調整を適切に行っているか A B

法令遵守 関係法令等の規定を遵守し，適正な管理を行っているか A A

危機管理 危機管理に関するマニュアルが整備され，定期的に訓練等を行っているか A A

避難経路は適切に確保されているか A A

消防機器の点検は定期的に実施されているか A A

事故，災害等の緊急時の連絡体制が確立されているか A A

個人情報保護 個人情報等の管理は適切か A A

個人情報保護に関する規程が整備されているか A A

情報漏えいを防止する仕組みや対応策が構じられてるか A A

情報公開 情報公開に関する規程が整備されているか A A

協定書等に従い，情報を適切に管理しているか A A

【総括Ⅰ】 実施体制に関する評価

指定管理者の

自己評価

施設所管課の評価

施設所管課 のびのび子育て課

評価項目
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A

今年度も、コロナ禍により運営に苦慮した1年であったが、法令を遵守し無事運営
することができた。館内の換気や消毒を最優先し、感染拡大のないように日々運
営してきた。感染状況を踏まえ、実施できない事業もあったが、昨年度以上に事
業が実施することができた。

今年度もコロナ禍の影響はあったが、可能な限り利用者の要望（イベントを実
施）を実現できるようにし、年間利用者数としては昨年度の28,873名から40,721
名と昨年の約1.4倍に増加した。
協定書及び設置管理条例に基づいた事業運営を行っており、職員も常勤・非常勤
の全員が児童厚生員有資格者と体制が整っている。シフト管理も適正に組まれて
おり、仕様書に沿った人員配置、管理がされている。
非常災害対策計画を策定し、その内容を職員に周知している。また、発災対応型
訓練を適切に実施している。
個人情報保護に関する対応について規定が整備されており、職員全員に定期的に
周知、確認を行っているほか、自社で研修会や個人情報保護教育テストを実施し
情報漏洩防止に努めている。

指 定 期 間

指定管理者総合評価シート

施　 設　 名 守谷市市民交流プラザ キ・ターレ

指定管理者 アクティオ株式会社



評価基準
自己

評価

所管課

評価

利用者対応 施設の予約や利用等が，公平かつ適切に実施されているか A B

言葉遣い，態度，服装等の接遇は適切であるか A B

利用案内 利用方法をわかりやすく説明できる仕組みが構築されているか A B

利用状況 施設の利用者数は市の期待（または事業計画書に定めた目標）に沿っているか A B

利用促進に向け，積極的に取り組んでいるか A A

事業の実施 事業計画書に則し，指定事業を実施しているか A A

施設の目的に沿って，自主事業を実施しているか A A

各事業の参加者数は，計画どおりであるか A B

参加促進への取組を積極的に実施しているか A A

環境への配慮 省エネルギー，省資源等環境への配慮がなされているか（節電，グリーン製品購入等） A A

苦情等の対応 苦情や要望等に対して迅速かつ適切に対応しているか A A

苦情や要望等に対する処理体制は整えられているか A A

利用者の意見の反映 利用者からの意見や要望等について，可能なものは反映させる仕組みはあるか A A

維持管理 施設，設備の保守管理(点検・修繕)，定期清掃を計画的に実施しているか A A

日常の清掃，保安，警備は適切に実施しているか A A

台帳等の記録により備品が適切に保管されているか A A

市と指定管理者の備品が明確に区別されているか A A

必要な修繕を適切に行い，市に報告しているか A A

【総括Ⅱ】 サービス等の内容や水準に関する評価

指定管理者の

自己評価

施設所管課の評価

評価基準
自己

評価

所管課

評価

経理事務 指定管理に関する経費と団体の経費を区別して，適正に管理しているか A A

専用の口座，帳簿等を備え，適切に経理処理を行っているか A A

料金徴収，減免，還付の手続は適切に処理していたか A A

予算執行 収支計画書に則し，適正に予算を執行しているか A A

収支計画と事業計画の整合はとれていたか A A

経費削減 経費削減に向けた取組を積極的に実施したか A A

【総括Ⅲ】 収支等に関する評価

指定管理者の

自己評価

施設所管課の評価

Ⅳ 【総合評価】 Ⅰ～Ⅲの総括による総合評価
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A

本社と連携し、正確な経理処理に努めている。定期的に社内監査も実施し、大変
良好な状態になっている。また、節電、節水を心掛けるとともに、工作等では日
用品等のリサイクル活用を積極的に進め、経費節減とリサイクル教育を推進して
いる。

令和4年度の決算収支は1,101,296円黒字となっている。
光熱水費においても、トイレの水量調整や環境への配慮項目に記した取組みを積
極的に実施し経費削減に努めている。

A

評価項目

評価項目

Ⅱ

　

サ

ー

ビ

ス

の

内

容

や

水

準

に

関

す

る

評

価

A

光熱水費が高騰し、これまでの約170％増となった。利用者の方に影響がでない範
囲で、より細かな節電を館全体で心がけた。事業については、コロナの感染を考
慮し、ほとんどの事業を予約制で行った。利用者に取っては不自由な部分もあっ
たが、コロナ禍3年目ということで、理解は十分得られたていた。
自主事業は、児童に寄り添いながら自主性を伸ばすことを念頭において進めてい
くことを大切にしている。今後も更に安心安全な児童センターであるよう外的・
内的整備の向上に努めていきたい。

光熱水費においてもトイレの水量調整や環境への配慮項目に記した取組みを積極
的に実施し経費削減に努めている。
施設の予約や利用についても公平かつ適正に実施されており、苦情等は無かっ
た。利用者アンケート調査結果においても、職員の対応について満足・やや満足
で100％と高評価を得ており利用者の満足度は高い。


